
　試験の内容と評価 （試験は全て複数の試験官で評価を実施しています。）

★第１次試験

一般教養・教職専門試験 ・１００点満点

教科専門試験 ・１００点満点

小論文A ・100点満点

○個性、創造性が感じられるか。教師としての知識や適性はあるか。（個性・適性）

集団面接 ・７段階評価

実施方法

○どのような教育実践等をするか、具体的に述べているか。（具体性）

○主張が論理的、客観的であるか。（論旨の妥当性）

○誤字、脱字等がないか。適切な用語を選んでいるか。（表現力）　　　　など

○社会人として、適切な表現力やコミュニケーション能力、協調性をもっているか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会性・表現力）

1グループ5名程度で、試験官の2つ質問について一人ずつ答えます。発言の順番は
受験者の挙手によるものとします。時間は１グループ２５分間です。

評価の観点

○教員としての意欲を十分もっているか。（意欲）

○教員としてふさわしい姿勢・視点をそなえているか。（適性）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

与えられた課題について、６００字以内で記述します。時間は６０分間です。実施方法

実施方法 マークシート方式による出題（全試験区分共通）。時間は６０分間です。

実施方法
マークシート方式による出題（受験区分、教科によって問題は異なります）。時間は60
分間です。

評価の観点

○テーマを正しく捉え、十分に掘りさげて考えているか。（テーマの把握）
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